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裏面紹介  

◇  2025年度採用試験対策講座案内 

◇ 夏季研究集会・学習会の日程    他 
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４
月
16
日
よ
り
、
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
会
で
公
立
の
義

務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
給
特
法
等
の
一
部
改
正

法
案
）
の
審
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。
以
下
は
、
16
日
の
質
疑

の
一
部
で
す
。(

◆
質
疑
、
◇
文
科
省
回
答) 

 

◆
学
校
の
長
時
間
労
働
の
現
状
や
教
職
員
不
足
の
状
況
は
公

的
な
教
育
が
崩
壊
し
か
ね
な
い
危
機
だ
と
捉
え
て
い
る
。
ま

ず
は
正
確
に
実
態
を
把
握
し
、
長
時
間
労
働
を
是
正
し
て
い

く
た
め
に
持
ち
帰
り
時
間
も
含
め
た
勤
務
実
態
調
査
を
実
施

す
べ
き
。 

 
 

（
吉
川
元
議
員
・
大
分
２
区
／
日
政
連
） 

◇
持
ち
帰
り
時
間
に
つ
い
て
は
、
持
ち
帰
り
は
基
本
行
わ
な
い

こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
仮
に
業
務
の
持
ち
帰
り
の
実
態
が
あ

る
場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
が
講
ず
べ
き
措
置
の
留
意
事
項

と
し
て
そ
の
実
態
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
持
ち
帰
り
の

縮
減
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
な
ど
も
指
導
、
周
知
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
。
ご
指
摘
の
と
お
り
、
外
形
的
に
把
握
が

し
づ
ら
く
、
実
際
に
業
務
を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
ど
の

よ
う
に
確
認
す
る
か
と
い
う
点
も
含
め
、
慎
重
な
検
討
が
必

要
。 

◆
改
正
案
の
附
則
三
条
に
は
「･･･
教
職
調
整
額
に
係
る
率
の

変
更
を
行
う
こ
と
を
含
め･･･

」
と
あ
る
が
、
財
政
状
況
に
よ

っ
て
は
教
職
調
整
額
の
段
階
的
引
き
上
げ
を
途
中
で
断
念
す

る
、
あ
る
い
は
引
き
下
げ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。 

（
吉
川
議
員
） 

◇
中
間
段
階
で
確
認
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
、
そ
れ
以
降
の
教

職
調
整
額
の
引
き
上
げ
を
行
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
想
定
し

て
い
な
い
。 

◆
「
新
た
な
職
」
に
つ
い
て
、
人
件
費
は
総
額
に
上
乗
せ
さ
れ

る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
、
総
額
裁
量
制
で
は
自
治
体
判
断

と
な
る
と
思
う
が
、
２
級
の
教
諭
職
な
ど
が
給
与
面
で
不
利

に
な
る
こ
と
が
あ
り
得
る
の
か
。 

（
阿
部
祐
美
子
議
員
・
東
京
３
区
） 

◇
公
立
学
校
の
教
員
の
給
与
は
、
職
務
給
の
原
則
等
に
基
づ
き

各
地
方
公
共
団
体
で
定
め
ら
れ
る
が
、
文
科
省
と
し
て
は
、

職
の
新
設
に
伴
い
、
教
諭
や
教
頭
な
ど
の
職
務
や
責
任
に
つ

い
て
の
変
更
や
、
他
の
職
の
国
庫
負
担
金
算
定
単
価
の
引
き

下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。 

◆
人
確
法
に
よ
っ
て
一
般
行
政
職
に
対
す
る
教
員
の
優
遇
分

が
最
も
大
き
か
っ
た
と
き
の
割
合
と
現
在
の
割
合
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。（
波
多
野
翼
議
員
・
福
井
１
区
） 

◇
人
確
法
に
伴
う
改
善
完
成
時
（
１
９
８
０
年
） 

は
約
７
％

優
遇
、
２
０
０
１
年
～
２
０
０
５
年 

ま
で
５
年
平
均
で

３
％
、
２
０
１
８
年
～
２
０
２
２
年
ま
で
の
平
均
は
０
．

４
％
。 

◆
な
ぜ
、
処
遇
の
後
退
を
国
と
し
て
容
認
し
て
き
た
の
か
。 

（
波
多
野
議
員
） 

◇
一
般
行
政
職
は
職
務
の
級
が
増
加
し
た
一
方
で
、
教
員
に

関
し
て
の
職
務
の
級
は
変
更
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
昇

給
幅
の
大
き
い
昇
級
の
機
会
が
一
般
行
政
職
よ
り
も
少
な

い
こ
と
か
ら
、
相
対
的
に
低
下
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い

る
。 

◆
教
委
に
よ
る
「
業
務
量
管
理
・
健
康
確
保
措
置
実
施
計
画

（
以
下
「
計
画
」）
に
つ
い
て
は
、「
計
画
」
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
労
使
協
議
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

（
波
多
野
議
員
） 

◇
勤
務
条
件
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
職
員
団
体
か
ら

の
申
し
入
れ
が
あ
れ
ば
、
交
渉
の
対
象
と
な
り
得
る
。 

◆
中
学
校
の
35
人
以
下
学
級
に
よ
る
働
き
方
改
革
で
教
員

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る

か
。 

◇
調
査
で
は
担
任
と
し
て
受
け
持
つ
児
童
生
徒
数
が
少
な

い
ほ
ど
平
日
の
在
校
等
時
間
が
短
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。
２
０
２
５
年
度
小
学
校
35
人
以
下
学
級
に
続

き
、
財
源
確
保
も
含
め
て
２
０
２
６
年
度
か
ら
中
学
校
の

35
人
学
級
に
つ
い
て
定
数
改
善
を
行
う
こ
と
を
大
臣
合

意
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
阿
部
文
科
大
臣
） 

◆
「
計
画
」
の
実
効
性
に
つ
い
て
、
現
場
の
実
効
性
を
高
め

る
た
め
に
例
え
ば
第
三
者
に
よ
る
監
督
制
度
や
是
正
命

令
、
罰
則
と
い
っ
た
強
制
力
の
あ
る
外
部
か
ら
の
担
保
措

置
が
必
要
で
は
な
い
か
。
業
務
管
理
計
画
の
実
効
性
を
担

保
す
る
た
め
に
想
定
し
て
い
る
仕
組
み
や
、
外
部
監
査
体

制
、
そ
の
強
制
の
在
り
方
、
必
要
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。 

 
 

高
橋
永
議
員
（
徳
島
１
区
） 

◇
「
計
画
」
の
実
行
状
況
が
不
十
分
な
場
合
の
罰
則
は
求
め

て
い
な
い
。
外
部
機
関
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
と
い
う
観
点
で

は
教
委
が
立
て
た
「
計
画
」
を
公
表
す
る
、
総
合
教
育
会

議
に
報
告
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
仕
組

み
を
通
じ
て
実
効
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

◆
授
業
時
数
を
減
ら
す
か
教
員
定
数
を
増
や
す
か
、
こ
の
二

つ
し
か
教
員
の
長
時
間
労
働
を
減
ら
す
持
ち
コ
マ
数
を
減

ら
し
て
い
く
対
策
は
な
い
。
子
ど
も
た
ち
の
視
点
か
ら
も

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
、
授
業
時
数
が
多
い

こ
と
に
つ
い
て
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
学
習
指
導
要
領
の

内
容
を
減
ら
し
て
授
業
時
数
も
減
ら
さ
な
い
と
子
ど
も
た

ち
の
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。 

（
佐
々
木
ナ
オ
ミ
議
員
・
神
奈
川
17
区
） 

◇
教
科
書
の
分
量
が
増
え
て
い
る
の
は
事
実
。
中
教
審
の
時

期
学
習
指
導
要
領
に
関
す
る
議
論
で
は
子
ど
も
た
ち
の
学

習
状
況
と
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
と
能
力

を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
て
い
き
な
が
ら
、
教
科
書
の
分
量
、

内
容
の
在
り
方
、
柔
軟
な
教
育
課
程
編
成
を
促
進
し
な
が

ら
、
教
員
と
子
ど
も
に
余
白
を
生
み
出
す
観
点
も
含
め
た

標
準
授
業
時
数
の
弾
力
化
に
つ
い
て
も
丁
寧
な
検
討
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
。 

 
 
 
 
 

（
阿
部
文
科
大
臣
） 

◆
今
回
の
法
改
正
に
伴
っ
て
教
職
調
整
額
を
引
上
げ
る
が
、

引
き
下
げ
る
も
の
が
あ
る
の
か
。 

（
五
十
嵐
え
り
議
員
・
東
京
30
区
） 

◇
２
０
２
５
年
度
予
算
に
お
い
て
義
務
特
手
当
、
多
学
年
学

級
担
任
手
当
を
見
直
す
。
２
０
２
６
年
度
以
降
、
給
料
の
調

整
額
に
つ
い
て
見
直
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
義
務
特
手
当
は

本
給
の
１
．
５
％
程
度
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
１
／
３
見
直

す
、
多
学
年
学
級
担
任
手
当
は
廃
止
、
給
料
の
調
整
額
に
つ

い
て
は
１
．
０ 

か
ら
０
．
５ 

に
す
る
。 

 
 

こ
の
他
、
竹
内
千
春
議
員
（
埼
玉
３
区
）
か
ら
は
、
給
特

法
制
定
時
の
考
え
方
と
今
回
の
法
改
正
の
方
向
性
が
ず
れ
て

い
る
こ
と
、「
在
校
等
時
間
」
と
い
う
概
念
が
法
的
に
は
破
綻

し
て
い
る
こ
と
の
指
摘
、
一
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
導
入

の
目
的
と
そ
の
検
証
結
果
、
教
員
不
足
実
態
調
査
に
つ
い
て
、

年
度
初
め
よ
り
も
年
度
が
進
む
に
つ
れ
て
不
足
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
の
調
査
実
施
等
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
が
、
阿

部
文
科
大
臣
や
文
科
省
の
担
当
者
は
的
外
れ
な
答
弁
に
終
始

し
ま
し
た
。 

https://x.gd/OXjMP 

 

給
特
法
等
の
改
正
法
案
の
審
議
に
つ
い
て
、
日
教
組

は
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
に
よ
る
傍
聴
行
動
を
実
施
し
て

お
り
、
兵
高
教
も
23
日
の
委
員
会
審
議 

の
傍
聴
に
参
加
し
ま
す
。 

ま
た
、
全
体
の
質
疑
・
答
弁
は
以
下 

の
リ
ン
ク
先
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 
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兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

「選択的夫婦別姓制度導入の民法改正を求める請願」

署名にご協力をお願いします 
 
連合は、「政策・制度要求と提言」「重点政策」において、選択的夫婦

別姓制度の早期導入を掲げてきました。一方、これまで国会では、通称

使用の拡大のみがすすめられ、民法改正の議論は全くすすんでいませ

んでした。しかし、２０２４年１０月、国連女性差別撤廃委員会から選択的

夫婦別姓制度導入を求める４度めの勧告が行われ、経団連からも選択

的夫婦別姓制度の早期実現を求める提言がありました。 
夫婦別姓を望む人の選択の自由と個人のアイデンティティを守るため

にも、「選択的夫婦別姓制度導入の民法改正を求める請願」署名への

ご協力をお願いします。  

 

※署名用紙は各分会に発送済みです。  

5/１６（金）までに書記局にご提出ください。 

2025年度採用試験対策講座が始まりました 
 

今年も、兵庫県教員採用試験受験予定のみなさんを対象に採用

試験対策講座を行っています。 

新たな受講者の方がたをお迎えして、第１回は４月５日（土）、第２

回は４月１９日（土）に実施しました。主な内容は以下の通りです。 
 

・出願から一次試験までの流れの確認と、各段階での留意事項 

・集団面接・個人面接のポイント 

・「あなたがこれまで学んできたことを生かし、どのような教員になり

たいか」（出願時の作文テーマ）について 

・採用試験過去問の分析 

・「子どもの権利条約」および「改訂生徒指導提要」等について 等 
 

特に、近年一般教養で出題された国・県の教育施策の理解につ

いては、国・県の公表資料を基に詳しく学び、参加者全体で意見交

換・協議を行いました。また「２０２５年度版採用試験対策講座テキ

スト」も配布しました。 
 

ともに学ぶなかまがいることは貴重です。異なる視点から課題を

とらえ、他者の意見を聴きながら考えを深めていくために、積極的

に学習会に参加し、教員としての「根っこ」の部分を鍛えていきまし

ょう。 
 

なお、組合員の方については年間を通して参加費無料とし、出願

時の作文添削サービスや個人面接・模擬授業練習等の個別対応

などを行っています。この機会にぜひ兵高教にご加入ください。 

 

次回は５月１０日（土）に開催します（左上参照）。新規参加も大

歓迎です。職場での案内・周知をお願いします。 

夏季研究集会・学習会の日程 

集 会 名 日  程 会場 

近畿・北陸・東海ブロック合同障害児教育学習会 7/26（土）午後～27（日）午前 奈良市内 

日教組養護教員部研究集会 ７/26（土）～27（日） 

日本教育会館 

（東京・神保町） 

実習教員全国集会 ７/26（土）～27（日） 

全国学校現業研究集会 ７/27（日）～28（月） 

母と女性教職員の会全国集会 ８/１（金） 

両性の自立と平等をめざす教育研究会 ８/２（土） 

日教組障害児教育研究集会 ８/４（月）～５（火） 

近畿ブロックカリキュラム編成講座 8/8（金）10:00～16:15 ラッセホール 

臨時・非常勤教職員等全国交流集会 ８/23（土）午後 
日本教育会館（東京・神保町） 

ＴＯＭＯ－ＫＥＮ（青年教育実践交流集会） 10/11（土）～12日（日） 

  
※会場までの往復交通費・参加費・宿泊費の自己負担はあり

ません（ご希望により、書記局で手配します）。 

 他府県や異校種のなかまと繋がり、学習を深める貴重な機

会です。積極的に参加し、学習を深めましょう。 
 
★詳細は書記局までお気軽にお問い合わせください。 


